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容器等への符号等の記載
法第５２条（容器等への符号等の記載）

医薬品（次項に規定する医薬品を除く。）は、その容器又は被包に、電子情報処理組織を使用する
方法その他の情報通信の技術を利用する方法であつて厚生労働省令で定めるものにより、第六十八条
の二第一項の規定により公表された同条第二項に規定する注意事項等情報を入手するために必要な番
号、記号その他の符号が記載されていなければならない。ただし、厚生労働省令で別段の定めをした
ときは、この限りでない。

符号の記載の例外

医薬品等の性質に応じて、容器等への符号の記載の例外を認める。

・容器等の記載場所の面積が狭いため符号を記載することができない医薬品等

・容器が存在しない大型医療機器

・医療機器プログラム etc
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